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チ

ン
を
接
種
し
て
も
抗
体
価
が
上
が

ル

エ
ン
ザ
治
療
薬

の
タ
ミ

フ
ル
（リ

レ

ン
ザ

と
い
う
薬
も
あ
る
）の
備
蓄

計
画
が
あ
り
ま
す
ｃ
イ
ン
フ
ル

エ
ン

ザ
に
タ
ミ

フ
ル
を
発
病
４８
時
間
以
内

に
使
え
ば
経
過
を
短
縮
で
き
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
最
も
重
篤
な
イ

ン

フ
ル

エ
ン
ザ
ウ

ィ
ル
ス
肺
炎

の
よ
う

な
合
併
症
で
は
効
果
は
確
か
め
ら
れ

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

何
故

こ
わ
い

冬

流
行

す
る

イ

ン

フ
ル

エ
ン
ザ

（流
行
性
感
冒
）

と
普
通
感
冒
と

の

異
な
る
点
は
、
高
熱
な
ど
全
身
症
状

で
発
病
し
、
肺
炎
や
脳
炎
な
ど
重
い

合
併
症
を
併
発
す
る
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
特
別
に
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
昨
今
、
強
毒
性
鳥
イ

ン

フ
ル

エ
ン
ザ

の
話
題
が

マ
ス
コ
ミ
を

賑
わ
し
て
い
ま
す
。

流
行
的
な
イ

ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ

ィ

ル
ス
に
Ａ
型
と
Ｂ
型
が
あ
り
ま
す
。

Ｂ
型
は
ヒ
ト
に
だ
け
感
染
し
ま
す
が
、

Ａ
型
は
ヒ
ト
、
ト
リ
、
ブ
タ
、
ウ

マ

な
ど
に
分
布
し
（人
獣
共
通
感
染
症
）、

殊
に
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ

ィ
ル
ス

は
渡
り

に
よ
り
移
動

す
る
ト
リ
（カ

モ
な
ど
）
か
ら
家
禽
（鶏
）に
感
染
が

広
が
り
、
更
に
こ
の
ウ

ィ
ル
ス
に
感

受
性
を
持

つ
哺
乳
類

（ブ
タ

・
ヒ
ト
）

に
感
染
す
る
と
、
遺
伝
的
性
状
を
異

に
す
る
複
数
の
ウ

ィ
ル
ス
が
複
製
の

過
程

で
入
れ
替

え
を
起

こ
し
⌒遺
伝

子
再
集
合

と
い
う
一、

ヒ
ト
か

ら
ヒ

ト
に
感
染
す
る
新
型
の
Ａ
型
イ

ン
フ

ル

エ
ン
ザ
ウ

ィ
ル
ス
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
す
。
も
し
こ
う
し
て
遺

伝
子
が
変
異
し
た
新
型
イ

ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ

ィ
ル
ス
が
免
疫
の
な
い
ヒ
ト

の
集
団
に
感
染
す
る
と
、
世
界
的
大

流
行

（パ

ン
デ
ミ

ッ
ク
）を
起
こ
し
、

免
疫
機
能
が
低
い
高
齢
者
や
幼
児
で

多
数
の
犠
牲
者
が
出
る
こ
と
は
過
去

に
ス
ペ
イ

ン
か
ぜ
（‐９‐８
年
）、

ア
ジ
ア

か
ぜ
（‐９５７
年
）、

香
港
か
ぜ
（１９６８
年
）で

学
習
し
た
こ
と
な
の
で
す
。

わ
が
国
の

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ス
轟
対
策

イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
し
て
ワ

ク
チ

ン
接
種
が
あ
り
、
高
齢
者
に
は

公
費
助
成
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
ワ

ク
チ

ン
を
接
種
し
て
も
イ

ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
罹
る
人
が
多
い
の
は
、
ワ
ク

た
ら
直
ち
に
ワ
ク
チ
ン
の
生
産
に
入

る
計
画
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

完
成
に
は
半
年
は
か
か
る
た
め
急
場

に
は
間
に
合
い
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

も
う

一
つ
の
対
策
と
し
て
イ

ン
フ

さ
れ
ま
す
。

忘
れ
て
は
な
ら
な
い

免
疫
の
カ

ヒ
ト
の
別
称
の
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス

る

と
は
限

ら
な

い
た
め
で
す
。

そ

の
た
め

ワ
ク

チ

ン
の
効

果

に

つ
い
て
明

確

な

結

論

を
得

て
い

ま
せ
ん
が
、
他
に

予

防

策

が
な
い

た
め

実

施

さ
れ

て
い
ま
す
。

無

論
、
ま
だ
流
行
し

て
い
な

い
新

型

イ

ン

フ
ル

エ
ン

ザ

ウ

ィ
ル

ス
の

ワ
ク
チ

ン
は
開

発
で
き
ま
せ
ん
。

そ

こ
で
流
行
し

て
い
ま
せ
ん

．

加
え
て
鳥
イ

ン

フ
ル
手
ン
ゴ
〕，

ル
ス
に
感
染
し

タ
ミ

フ
ル
で
治

療
さ
れ
た
患
者

か
ら
同
薬

へ
の

耐
性
ウ

ィ
ル
ス

が
検
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
も
し

新
型
ウ

ィ
ル
ス

が
耐
性
ウ

ィ
ル

ス
で
、
そ
の
耐

性
ウ

ィ
ル
ス
が

流
行
し
た
ら
、

沈
静
化
は
難
し

い
こ
と
が
予
想

個 々人 に求 め られ る

鳥 イ ンフル エ ンザ対 策

―サナモアで免疫機能を高めよう一
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症  例 :54歳、男性 。

主  訴 :石膝 の関節 痛。歩行 障害。

起 始 。経 過 :36歳か ら慢 性 腎不 全 の た め、 週 に 3

回 の血 液透 析 を施 行 して きたが 、約 半 年

前 か ら有 膝 の関節痛 を 自覚 。 当初 は歩 行

時 な ど に軽 い痛 み を 自覚 す る のみで あ っ

たが 、痛 み は徐々 に増悪 。数週前 か らは、

安 静 時 に も痛 み を認 め、夜 間 も痛 み のた

め覚 醒 す る ことが頻 回 とな った た め当 院

受診 。 現 在 、消 炎鎮 痛剤 を 内服 し、 ペ イ

ンク リニ ックにて治 療 を受 けて いるが 、

一 向 に改善 はみ られ な い。

既往歴 :手根管症 候群手術、副 甲状腺摘 出手術 。

治  療 :①側 臥位 にて 30分、 4灯照射。

膝上 (BD)、膝下 (BD)、 膝裏 (BD)、 足裏 (AB)。

②坐 位 にて 20分、 2火丁照 射。

両 倶」の月黍内倶」(BD)。

経  過 :初回の治療後 か ら、関節痛 の軽減 を 自覚 。

数 回の通 院後 、光線 治療 器 を購 入 し自宅

で の治療 を 開始。毎 日、患 部 を 中′いと し

た治 療 を続 けた と ころ 、徐 々 に症 状 は緩

和 され 、 糸勺2か月¬ごほぼ症 ‖大ιま7肖失 。 そ

の後 も治 療 を継 続 して お り、良 好 に経 過

して いる と報 告 を受 けた。

病
気
の
解
説

近
年

の
高
齢
化
や
糖
尿
病
患
者
の

急
増
に
と
も
な
い
、
腎
不
全
患
者
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
腎
臓
に
は
、

①
余
分
な
水
分
や
老
廃
物

の
除
去
、

②
塩
分
や
水
分
量
の
調
節
、
③
血
圧

の
調
節
、
と
い

っ
た
働
き
が
あ
り
ま

す
が
、
腎
不
全
は
、
様
々
な
原
因
に

よ
り
、
尿
の
生
成

・
排
泄
の
基
本
的

な
過
程
で
あ
る
糸
球
体
ろ
過
が
低
下

し
、
上
記
の
よ
う
な
腎
臓
の
働
き
が

阻
害
さ
れ
た
状
態

の
総
称
で
す
。
腎

排
泄
低
下
に
よ
り
、
た
ん
ぱ
く
質

の

最
終
代
謝
産
物
で
あ
る
尿
素
、
ク
レ

ア
チ
エ
ン
、
尿
酸
等
が
貯
留
し
、
水

・

電
解
質

の
恒
常
性
の
破
綻
を
き
た
す

わ
け
で
す
が
、
急
速
に
腎
障
害
が
進

行
し
可
逆
的
な
ケ
ー
ス
が
多
い
急
性

腎
不
全
と
緩
や
か
に
腎
障
害
が
進
行

す
る
慢
性
腎
不
全
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

後
者
の
場
合
、
生
命
維
持
の
た
め
、

血
液
透
析
、
腹
膜
透
析
、
腎
移
植

の

ど
れ
か
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
透

析
療
法

の
進
歩
に
よ
り
安
定
し
た
透

析
が
可
能
と
な

っ
た
こ
と
は
、
透
析

期
間
の
長
期
化
に

つ
な
が
り
、
腎
不

全
患
者

に
引
き
起
こ
さ
れ
る
様
々
な

合
併
症
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
、

脳
卒
中
な
ど
の
循
環
器
系
疾
患
は
直

接
生
命
予
後
を
左
右
す
る
重
要
な
問

題
で
す
が
、
骨

・
関
節
疾
患
も
、
患

者
自
身

の
生
活
の
質
を
左
有
し
か
ね

な
い
大
切
な
問
題
で
あ
る

こ
と
に
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

病
気
と
光
線
療
法

慢
性
腎
不
全
と
い
う
基
礎
疾
患
を

有
し
、
長
期
に
血
液
透
析
を
行

っ
て

い
る
患
者
で
は
、
高
齢
者
に
見
ら
れ

る
変
形
性
骨

・
関
節
疾
患
と
は
異
な

る
機
序
で
、
骨

。
関
節
疾
患
が
発
症

し
ま
す
。
腎
性
骨
症
と
称
さ
れ
る

こ

の
病
態
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム

・
リ

ン
代

謝
異
常
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
活
性
化
障
害
、

二
次
性
副
甲
状
腺
機
能
克
進
症
、
ア

ミ

ロ
イ
ド
沈
着
な
ど
が
複
雑
に
関
与

し
て
形
成
さ
れ
ま
す
。
本
症
例
も
、

長
期
透
析
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

膝
関
節
痛
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
サ

ナ
モ
ア
光
線
療
法

の
消
炎
鎮
痛
作
用

に
よ
り
、
十
分
に
痛
み
を
緩
和
す
る

効
果
が
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

こ
れ
か
ら
も
、
長
期
透
析
患
者

の
増
加
に
よ
り
、
多
く
の
方
が
そ
れ

に
伴
う
骨

・
関
節
疾
患
を
引
き
起

こ

し
、
痛
み
等
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
サ
ナ
モ
ア
光
線

治
療
を
早
期
か
ら
試
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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/彩

宇都宮 正範魃 ご
:

第
十

一
期

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座
の
お
知
ら
せ

第
十

一
期
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座
を
、
七
月
に
東
京
に
て
開

講
し
ま
す
。
昨
年
度
は
、
十
四
名
も

の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
が
、
光
線

治
療
院

の
開
業
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
や
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
に

つ
い
て

勉
強
し
た
い
と
お
考
え
の
方
は
、
是

非
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
日

程
等
に

つ
き
ま
し
て
は
、
次
号
に
掲

載
す
る
予
定
で
す
。

医
療
に
関
連
し
た
話
題
の
講
演
や

治
験
例

の
報
告
を
中
心
と
し
た
研
究

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、　
一
般

の
ご
愛
用
者

の
方
も
是
非

ご
参
加
下

さ
い
。
な
お
参
加
は
無
料
で
す
。

日

時

二

月

二
十

一
日
（土
）

午
後

二
時
三
〇
分

場
　
所

一
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

三
階
会
議
室

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
光
線
治
療

院
を
開
業
さ
れ
御
活
躍
中
の
先
生
方

や
、
光
線
治
療
師
の
資
格
を
取
得
さ

れ
、
光
線
療
法
の
啓
蒙

。
普
及
活
動

に
携
わ

っ
て
い
る
先
生
方
を
ご
紹
介

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
．

一■
ラ
イ
ト
テ
ラ
ビ
■
●
■
一

一
■
■
●
●
■
「
じ

，
一一５
０
●
■
一

（写
真
）

（平
成
１７
年
１１
月
２．
日
開
院
）

電
話

¨
〇

〓
全
ハ
‐
四
七
‐
〓
一七
五
八

住
所

一
旭
川
市
永
山
７
条
６
丁
目

４

１

１９

院
長

¨
谷
野
貞
幸
先
生

（十
期
）

一
言

一
そ
れ
は
突
然
の
こ
と
で
し
た
。

会
社
側
か
ら
、
事
業
の
継
続
が
困
難

に
な

っ
た
の
で
十

二
月
末
を
も

っ
て

閉
鎖
す
る
に
至

っ
た
と
告
げ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
を
機
に
、
以
前
か
ら
サ

ナ
モ
ア
光
線
療
法
に
興
味
が
あ

っ
て
、

持
病

の
腰
痛
や
慢
性
湿
疹

の
相
談
を

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

平
成
十
七
年
七
月
の
治
療
師
養
成
講

座
を
受
講
致
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

四
か
月
、
自
分
の
体
を
治
療
し
な
が

ら
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
気
が

つ
け
ば
、
あ
れ
ほ
ど

痒
か

っ
た
湿
疹
も
何
処

へ
や
ら
。
再

就
職
は
難
し
い
現
状
で
、
今
本
当
に

や
り
た
い
こ
と
は
何
か
、
サ
ナ
モ
ア

谷
野
貞
幸
先
生

し
か
な
い
と
確
信
し
開
業

の
決
意
を

固
め
た
の
で
す
。
７０
年
以
上
の
実
績

に
基
づ
い
た
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
に

ア

ロ
マ
酸
素
を
併
用
す
る
こ
と
で
、

更
な
る
自
然
治
癒
力

の
向
上
が
期
待

で
き
る
と
考
え
、
病
気

の
予
防
や
治

療
を
促
す
、
害

の
な
い
自
然
療
法
に

取
り
組
む

こ
と
に
し
ま
し
た
。
当
院

で
は
、
「
光
と
酸
素
が
な
け
れ
ば
生

命
な
し
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
皆
様

の

健
康
維
持
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て

る
よ
う
、
ま
た
、
サ
ナ
モ
ア
光
線

の

普
及
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

鸞 募 集 幹

当協合の趣農に賛周され、

サナモア光線療法の普及に

ご協力頂ける方、治療院の

開業を検言オなさりたい方は、

おFonい合わせください

〒153-0063
東京都 目黒 区 日黒 1-23-11
TEL (03)5759‐ -3710
FAX (03)5759-… 3720

サナモア光線治療師



No 320 健康と光線 平成 18年 1月 1日 (4)

肺
癌
の
治
療
経
験

は

じ
め

に

報
告
例
は
胸
部
Ｘ
線
撮
影
で
有
肺

中
葉
に
１
セ
ン
チ
大

の
円
形

コ
イ
ン

様
陰
影

（写
真
１
）
を
認
め
、
Ｃ
Ｔ
、

喀
痰
細
胞
診

の
結
果
、
肺
癌
と
診
断

さ
れ
た
患
者
で
あ
る
。
な
お
気
管
支

フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
に
よ
る
検
査

は
病
巣
に
届
か
な
い
た
め
受
け
て
い

な
い
。
病
院
で
は
手
術
を
勧
め
ら
れ

た
が
、
患
者
は
病
院
の
治
療
を
断
り
、

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
と
食
事
療
法
を

社団法人 神奈川県療術師会
海渡 一二三

希
望
し
た
。
こ
の
病
院
は
食
事
療
法

を
取
り
入
れ
て
お
り
、
演
者

の
仲
介

で
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
も
行

っ
て
い

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
も
病
院
の
医

師
か
ら
の
紹
介
患
者
を
治
療
し
て
き

た
経
緯
が
あ
る
。
今
回
も
医
師
か
ら

肺
癌

の
患
者
を
紹
介
す
る
と
の
電
話

が
あ
り
治
療
し
た
結
果
、
異
常
陰
影

が
消
失
し
、
完
治
を
告
げ
ら
れ
た
治

療
経
験
を
報
告
す
る
。

症
例者

　
６２
歳
　
女
性
　
会
社
員

訴
　
肺
癌
。
呼
吸
器
系

の
症
状

は
時
々
咳
が
で
る
程
度
で

血
痰
は
な
い
。

初
診
時
所
見
　
顔
色
は
悪
く
痩
せ
て

い
る
。

既
往
歴
　
特
記
す
べ
き
こ
と
は
な
い
。

治
療
法
な
ら
び
に
経
過

平
成
８
年

１１
月
１３
日
か
ら
演
者

の

治
療
院
で
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
を
始

め
た
。
カ
ー
ボ

ン
は
当
初
は
Ｂ
Ｄ
カ

ー
ボ

ン
、
快
方
に
向
か

っ
て
か
ら
Ａ

Ｂ
カ
ー
ボ

ン
を
使
い
、
４
台

の
治
療

器
で
多
灯
照
射
を
毎
日
行

っ
た
。
治

主 患

コイン様陰影を認める…………………………1 療
は
側
臥
位
や
仰
臥
位
で
有
肺
中
葉

に

一
台
か
ら
二
台

の
治
療
器
を
使

っ

て
４
時
間
照
射
し
、
残
り
の
治
療
器

で
、
顔
面
、
頚
部
、
腰
部
、
臀
部
、

膝
部
、
後
頭
部
、
腹
部
、
足
裏
に
加

え
て
、
患
者
が
希
望
し
た
部
位
に
照

射
し
た
。

治
療
を
始
め
か
ら
著
変
な
く
推
移

し
た
の
で
、
翌
年

の
１
月
か
ら
治
療

は
患
者
が
来
れ
る
日
に
し
て
、
自
宅

で
の
治
療
と
併
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

〈写
真
１
〉

治
療
を
始
め
て
約
１
年
半
経
過
し
た

頃
、
医
師
か
ら
肺
の
異
常
陰
影
が
小

さ
く
な

っ
た
と
言
わ
れ
、
医
師
が
手

術
を
勧
め
る

こ
と
は
な
く
な

っ
た
と

言
う
。
そ
の
後
も
順
調
に
経
過
し
た

の
で
、
治
療
院
の
治
療
は
２
年
を
経

た
平
成

１０
年
１１
月
に
中
断
し
、
患
者

に
病
院
で
の
診
察
結
果
に
変
化
が
あ

れ
ば
連
絡
す
る
よ
う
に
話
し
、
そ
の

後
は
自
宅
治
療
と
し
た
。
患
者
は
自

宅
で
指
示
通
り
に
治
療
を
続
け
た
が
、

写
真
２
〉

７
年
６
ヶ
月
を
経
て
６９
歳
に
な

っ
た

平
成
１６
年
４
月
に
来
院
し
、
医
師
か

ら
完
治
を
告
げ
ら
れ
た
こ
と
、
併
せ

て
肺

の
異
常
陰
影
が
完
全
に
消
失
し

た
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
と
Ｃ
Ｔ
フ
ィ

ル
ム

（写
真
２
）
を
持
参
し
、
医
師

が
有
り
得
な
い
と
言

っ
て
い
た
と
喜

ん
で
い
た
。
演
者
は
宇
都
宮
先
生
に

見
せ
た
い
の
で
フ
ィ
ル
ム
を

コ
ピ
ー

し
て
欲
し
い
と
頼
ん
だ
ら
、
明
け
て

平
成
１７
年
１
月
に

コ
ピ
ー

フ
ィ
ル
ム

を
持
参
し
、
異
常
な
腫
瘤
影
が
消
失

し
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
の
で
発

表
す
る
こ
と
を
決
め
た
の
で
あ
る
。

結
語

肺
癌
と
診
断
さ
れ
た
患
者
が
病
院

の
治
療
を
断

っ
て
サ
ナ
モ
ア
光
線
療

法
と
食
事
療
法
を
行
い
、
異
常
な
腫

瘤
影
が
消
失
し
た
こ
と
が
確
か
め
ら

れ
た
の
で
、
そ
の
治
療
経
験
を
報
告

し
た
。
な
お
宇
都
宮
先
生
は
肺
癌
と

断
定
す
る
に
は
気
管
支

フ
ァ
イ
バ
ー

ス
コ
ー
プ
に
よ
る
精
査
が
欠
か
せ
な

い
と
言
わ
れ
た
が
、
医
師
か
ら
肺
癌

と
し
て
紹
介
さ
れ
た
の
で
、
肺
癌

の

治
療
経
験
と
し
た
。

コイン様陰影を認めない
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免
疫
系
に
及
ぼ
す
光
線
の
作
用

生
命
体
に
は
自
ら
を
守
る
防
衛
的

な
反
応
が
あ
る
。
そ
の
中
軸

の

一
つ

が
免
疫
系
で
、
先
天
性
に
す
べ
て
の

生
命
体
に
備
わ

っ
て
い
て
即
座
に
非

自
己
⌒異
物
）を
認
識
し
て
排
除
す
る

非
特
異
的
防
御
機
構
の
自
然
免
疫
と

脊
椎
動
物
に
の
み
あ
る
後
天
性

の
特

異
的
防
御
機
構
の
獲
得
免
疫
が
あ
る
。

獲
得
免
疫
は
自
己
か
非
自
己
か
、
す

な
わ
ち
抗
原
か
を
見
極
め
、
抗
体
を

生
成
し
て
排
除
す
る
抗
原
抗
体
反
応

で
あ
る
。
し
か
し
獲
得
免
疫
は
抗
原

に
特
異
的
に
反
応
す
る
た
め
、
過
剰

に
反
応
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
、

自
己
の
細
胞
に
異
常
に
反
応
し
て
自

己
免
疫
疾
患
の
病
因
に
な
る
。
そ
の

た
め
免
疫
系
は
抗
原
に
過
不
足
な
く

反
応
す
る
ホ
メ
オ

ス
タ

シ
ス
⌒生
体

恒
常
性
）を
維
持

す
る
機
構
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

と

こ
ろ

で
光
線

（サ
ナ
モ
ア
光
線

療
法
）は
免
疫
系

と
密
接

に
関
わ

っ

て
い
る
。
簡
潔
に
述

べ
る
が
、
免
疫

に
関
係
す
る

一
兆
個
と
も
さ
れ
る
細

胞
、
す
な
わ
ち
自
然
免
疫
に
属
す
る

リ

ン
パ
球
（Ｎ
Ｋ
細
胞
）、
獲
得
免
疫

に
関
わ
る

マ
ク

ロ
フ
ァ
ー
ジ
（食
細

胞
）や
リ

ン
パ
球
（Ｔ
細
胞
、
Ｂ
細
胞
）

の
機
能
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
パ
ラ
ド

ッ

ク
ス
を
起
こ
す
と
低
下
す
る
。
ま
た

自
然
免
疫
で
ウ

ィ
ル
ス
の
増
殖
を
抑

制
す
る
イ

ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
や
腫
瘍

細
胞
の
増
殖
を
抑
制
す
る
腫
瘍
壊
死

因
子
（Ｔ
Ｎ
Ｆ
）の
生
成
を
促
し
、
獲

得
免
疫
で
自
己
と
非
自
己
を
見
分
け

る
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
や
マ
ク

ロ
フ
ァ
ー

ジ
か
ら
の
情
報
を
受
け
て
抗
体
生
成

の
役
割
を
担
う
リ

ン
パ
球

の
細
胞
分

化
を
誘
導
す
る
。
要
は
光
線
に
免
疫

系
を
強
化
す
る
大
恩
が
あ
る
こ
と
を

信
じ
て
、
光
線
を
浴
び
る
こ
と
に
尽

き
る

の
で
あ

る
が
、
若
干
、

補
足
し
て
説

明
す
る
。

鳥
イ

ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ

ル
ス
は
毒
性

が
極
め
て
強

く
、
鳥
か
ら
人

へ
の
感
染
例

の
致
死

率
は
５０
％
以
上
、
ウ
ィ
ル
ス
が
ヒ
ト

か
ら
ヒ
ト
に
感
染
す
る
新
型
に
変
異

し
て
弱
毒
化
し
た
と
し
て
も
、
過
去

最
悪
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪

の
致
死
率
２

％
、
犠
牲
者

３０００
万
人
を
上
回
る
可
能

性
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
国

の
対
策
が
ど
こ
ま
で
役
立

つ
か
空
振

り
に
終
わ
る
か
は
、
新
型
イ

ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
ま
で
分
か
ら
な

い
の
が
本
音
で
あ
る
こ
と
は
本
紙
の

一
面
で
述
べ
た
。　
一
方
、
個
々
人
の

免
疫
系
が
ウ

ィ
ル
ス
と
闘
う
防
衛
反

応
を
信
じ
て
強
化
す
る
こ
と
は
、
間

違
い
な
く
役
に
立

つ
。
仮
に
新
型
イ

ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
大
騒
動

に
な

っ
て
も
、
免
疫
系
が
十
分
に
反

応
し
機
能
す
れ
ば
、
通
常
は

一
週
間

前
後
で
自
然
治
癒
す
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
経
過
を
大
ま
か
に
た
ど
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス

サ
ナ
モ
ア
光
線
協
会
　
医
学
博
士
　
卑
象
菩
凸
　
・光
明

ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
仕
掛
け
る
免
疫
グ

ロ
ブ
リ

ン
を
産
生
し
て
（液
性
免
疫
）、

ウ

ィ
ル
ス
に
総
攻
撃
を
し
か
け
て
撃

退
す
る
。
な
お
獲
得
免
疫
に
は
過
去

に
罹
患
し
た
病
原
微
生
物
に
対
す
る

記
憶
を
保
持
し
て
免
疫
系
を
速
や
か

に
立
ち

上

げ
る
ブ

ー

ス
タ

ー
効

果

⌒免
疫

の
二
次
反
応
）が
あ
る
が
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
は
な
い
。
そ

の
た
め
パ

ン
デ
ミ

ッ
ク

（世

界
的
大

流
行
）が
懸
念
さ
れ
る

の
で
あ
る
が
、

こ
こ
か
ら
免
疫
療
法
と
呼
ば
れ
る
治

療
法
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

本
紙
に
掲
載
し
た
海
渡
氏
の
報
告

は
、
肺
癌
と
診
断
さ
れ
た
患
者
が
病

院
の
治
療
を
断

っ
て
、
サ
ナ
モ
ア
光

線
療
法
で
治
療
し
、
腫
瘤
影
が
消
失

し
た
治
療
経
験
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
結
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
光
線
の
免
疫
系
の
機
能
克
進
と

か
、
温
熱
療
法
と
し
て
の
効
果
と
か
、

ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
関
連
化
合
物
の
腫
瘍
細

胞
の
増
殖
を
抑
制
し
正
常
細
胞

へ
の

分
化
を
誘
導
す
る
作
用
と
か
、
未
知

な
作
用
も
含
め
て
総
合
的
に
考
察
す

る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
軽
々
に

論
じ
る
こ
と
は
控
え
た
い
。
た
だ
サ

ナ
モ
ア
光
線
療
法
を
個
々
人
の
病
気

と
闘
う
防
衛
反
応
を
高
め
る
治
療
法

と
し
て
、
病
院

の
治
療
に
併
用
す
る

こ
と
で
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。
今
回
の
報
告
例
も
担

当
医
か
ら
あ
り
得
な
い
こ
と
と
言
わ

れ
た
よ
う
に
、
医
学
常
識
で
は
考
え

難
い
効
果
を
経
験
す
る
こ
と
も
稀
で

な
い
か
ら
で
あ
る
。

最
後
に
、
外
に
も
肺
癌
と
診
断
さ

れ
た
が
病
院
の
治
療
を

一
切
断
り
、

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
で
肺
癌
を
克
服

し
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
症
例
が

あ
る

こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

同

時

に

個

々

人

が

免

疫

系

の
強

化

に

努

め

て

自

己

防

衛

す

る

こ

と

を

強

調

す

る

所
以

で
も
あ
る
。

腫

瘍

細

胞

は

自

己

の
細

胞

か

に
感
染
す
る
と
自
然
免
疫
の
Ｎ
Ｋ
細

胞
が
即
座
に
ウ

ィ
ル
ス
感
染
細
胞
に

触
薩
“
卦
酬
中
率
い
″
¨
自
動
滓
咤

ク

ロ
フ
ァ
ー
ジ
か
ら
Ｔ
細
胞
に
伝
え

ら
れ
、
獲
得
免
疫
が
起
動
す
る
。
す

な
わ
ち
Ｔ
細
胞
は
ウ

ィ
ル
ス
感
染
細

胞
を
攻
撃
す
る
キ
ラ
Ｉ
Ｔ
細
胞
や
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
を
産
生
す
る
Ｔ
細

胞

に
分
化
し
（細
胞
性
免
疫
）、

Ｂ
細

胞
は
Ｔ
細
胞
の
助
け
で
ウ
ィ
ル
ス
に

ら
分
化
し
た
細
胞
で
あ
る
が
、
生
命

体
は
異
物
、
す
な
わ
ち
非
自
己
と
認

識
す
る
た
め
、
免
疫
系
が
働
く
余
地

が
あ
る
。
具
体
的
に
癌
患
者
が
重
症

感
染
症
に
罹
患
し
治
癒
し
た
場
合
に

癌
も
治
癒
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
数
万
人
か
ら

１０
万
人
に

一
人
程
度
だ
が
自
然
治
癒

す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
免

疫
系
が
癌
細
胞
を
異
物
と
し
て
認
識

し
排
除
し
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
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□
□
回
□
□

頭
痛
に
対
す
る
サ
ナ
モ
ア
の
効
果

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研

症
例
　
５５
歳
　
男
性
　
会
社
員

症
状
　
あ
る
朝
、
突
然
、
頭
の
左
半

分
に
重
た
い
よ
う
な
痛
み
を
感
じ
る
。

激
痛
で
は
な
か

っ
た
の
で
四
日
ほ
ど

放
置
し
て
い
た
が
、
痛
み
が
消
失
し

な
い
た
め
、
近
所

の
診
療
所
を
受
診

し
た
。
そ
こ
で
は
十
分
な
説
明
の
な

い
ま
ま
鎮
痛
薬
を
処
方
さ
れ
、
二
日

間
内
服
し
た
が
、
痛
み
は
改
善
し
な

か

っ
た
。
次
に
総
合
病
院
の
脳
神
経

外
科
を
受
診
し
、
頭
部
Ｃ
Ｔ
に
よ
る

精
査
を
施
行
し
た
が
、
最
終
的
に
は
、

明
ら
か
な
原
因
を
突
き
止
め
る

こ
と

が
で
き
な
か

っ
た
。
三
十
年
来
の
サ

ナ
モ
ア
愛
用
者
で
あ
る
母
親
が
口
癖

の
よ
う
に
、
病
名
が
分
か
ら
な
い
時

に
は
サ
ナ
モ
ア
光
線
が

一
番
い
い
よ

と
言

っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
来

所
し
た
。

上
野
　
健
太
郎
氏
報
告

療
法
経
過
　
治
療
は
集
光
器
を
使
用

し
て
、
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ

ン
で
、
痛
み
が

強
い
左
前
頭
部
を
３０
分
、
有
前
頭
部

１０
分
、
後
頭
部
２０
分
、
閉
眼
に
て
顔

面
１０
分
を
そ
れ
ぞ
れ
照
射
。
そ
の
後
、

Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン
に
て
腹
部
、
背
部
、

腰
部
、
足
裏
、
膝
を
各
１０
分
照
射
し

た
。
自
宅
で
の
治
療

の
際
に
は
、
左

前
頭
部
を

一
日
二
回
照
射
す
る
よ
う

に
指
示
し
た
。
治
療
を
開
始
し
て
か

ら
三
日
目
の
朝
起
床
時
、
頭
の
志
に

感
じ
る
よ
う
な
頭
痛
は
ほ
と
ん
ど
消

失
し
て
い
る

こ
と
に
気
が
付
く
。
そ

の
後
、
鈍
痛
は
残
存
し
て
い
た
が
、

次
第
に
軽
く
な
り
、　
一
週
間
経
過
し

た
頃
に
は
、
わ
ず
か
に
し
び
れ
た
よ

う
な
感
覚
が
残
る
の
み
と
な

っ
て
い

た
。
治
療
開
始

一
か
月
後
に
は
、
今

ま
で
の
も
や
も
や
も
と
れ
て
す

っ
き

り
と
し
た
気
分
と
な
り
、
サ
ナ
モ
ア

の
効
果
を
実
感
さ
れ
て
い
た
。

（Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｏ
七
八
―
三
三
二
―

一
二
五
八
）

□
□
回
□
□

慢
性
的
な
耳
鳴
を
サ
ナ
モ
ア
で
治
療

福
岡
県
春
日
市
　
育
美

症
例
　
７８
歳
　
女
性

症
状
　
近
頃
、
耳
鳴
が
と
て
も
ひ
ど

く
、
日
中
は
周
囲
の
雑
音
に
ま
ぎ
れ

て
あ
ま
り
気
に
な
ら
な
い
が
、
夜
、

健
康
光
線
療
研

山
崎
　
い
く
子
氏
報
告

静
か
に
な
る
と
、
音
が
だ
ん
だ
ん
と

大
き
く
な

っ
て
き
て
、
な
か
な
か
眠

れ
ず
に
困

っ
て
い
る
と
訴
え
来
所
し

た
。
自
宅

の
治
療
器
を
使

っ
て
Ｂ
Ｄ

カ
ー
ボ

ン
で
照
射
し
て
み
た
け
ど
、

耳
鳴
は
、
増
悪
し
た
よ
う
な
気
が
す

る
と
話
し
て
い
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
、
Ｂ
Ｃ
カ
ー
ボ

ン
で
、
第

二
集
光
器
を
使
用
し
、
外

耳
を
正
面
か
ら
３０
分
以
上
照
射
、
そ

の
後
、
耳
介

の
後
下
部
に
ず
ら
し
て

３０
分
照
射
し
て
か
ら
、
後
頭
部
を
２０

分
、
足
裏
を
２０
分
照
射
す
る
よ
う
指

示
し
た
。
そ
の
後
、
数
か
月
後
に
電

話
連
絡
を
頂
き
、
金
属
音
の
よ
う
な

耳
鳴
は
ほ
と
ん
ど
消
失
し
、
あ
と
少

し
だ
け
、
ジ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
と
い
う
音

が
残

っ
て
い
る
だ
け
に
な

っ
た
と
の

こ
と
で
、
光
線
療
法
を
頑
張

っ
て
続

け
ま
す
と
話
さ
れ
て
い
た
。
ご
本
人

に
と

っ
て
は
、
本
当
に
苦
痛
だ

っ
た

よ
う
で
、
金
属
音
が
な
く
な

っ
た
だ

け
で
も
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で

す
と
感
謝
さ
れ
て
い
た
。

（
丁

Ｅ

Ｌ
Ｏ
九

二

Λ
¨
〔

一
‐ ‐

一
¨

に

動

一
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□
□
回
□
□

腰
椎
圧
迫
骨
折
に
よ
る

症
状
が
サ
ナ
モ
ア
で
改
善

川
崎
市
　
東
京
光
線
治
療
院

海
　
渡

　

一
一
言
一氏
報
告

当
初
は
毎
日
通
院
さ
れ
た
が
、
六
日

目
こ
ろ
か
ら
腰
痛
が
徐
々
に
軽
減
し

□
□
回
□
固

症
例
　
５５
歳
　
女
性
　
主
婦

症
状
　
本
年
四
月
頃
か
ら
腰
痛
を
自

覚
し
て
お
り
、
病
院
で
検
査
を
受
け

た
と
こ
ろ
、
腰
椎
の
圧
迫
骨
折
と
診

断
さ
れ
、
こ
れ
は
治
り
に
く
い
と
説

明
さ
れ
た
。
七
月
に
は
い
り
、
症
状

が
続
い
て
い
た
た
め
、
サ
ナ
モ
ア
愛

用
者
の
親
戚
に
当
院
を
す
す
め
ら
れ

て
来
所
し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン

を
使
用
。
最
初
は
側
臥
位
に
て
、
腰

部
と
臀
部
に
３０
分
、
膝
と
顔
面
に
１０

分
、
腹
部
、
後
頭
部
、
足
裏
に
１０
分

の
照
射
を
施
行
。
仰
臥
位
に
体
位
を

変
換
後
、
集
光
器
を
使
用
し
て
左
右

の
頸
部
を
１０
分
、
左
右
の
腰
部
側
面

と
左
有
の
膝
に
そ
れ
ぞ
れ
１０
分
ず

つ

照
射
し
て
治
療
を
終
了
し
た
。
開
始

脳
梗
塞
に
伴
う
障
害
を

サ
ナ
モ
ア
で
治
療

カ
ワ
グ
チ
光
線
整
体
療
法
院

川
　
口
　
一　
憲
氏
報
告

て
き
た
の
で
、
今
後
は
自
宅
で
の
治

療
に
切
り
替
え
た
い
と
の
申
し
出
を

受
け
、
自
宅
で
の
光
線
治
療
を
開
始
。

八
月
に
は
い
り
、
腰
痛
は
ほ
と
ん
ど

消
失
し
た
と
の
報
告
を
受
け
た
が
、

サ
ナ
モ
ア
で
良
く
な

っ
た
こ
と
を
大

変
喜
ば
れ
て
い
た
。

（Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
四
四
―
七
三
二
―
五
〇
六
七
）

症
例
　
６６
歳
　
女
性

症
状
　
３
年
前
に
突
然
倒
れ
、
病
院

の
頭
部
Ｃ
Ｔ
検
査
に
て
脳
梗
塞
と
診

断
さ
れ
て
入
院
。　
一
週
間
で
退
院
し

た
も
の
の
、
コ
ッ
プ
を
落
と
し
た
り
、

包
丁
で
傷
を

つ
け
た
り
と
石
半
身
の

不
全
麻
痺
が
残
り
、
後
遺
症
に
悩
ま

さ
れ
て
い
た
。
本
人
は
病
院
や
薬
が

嫌
い
で
、
周
囲
に
弱
み
を
み
せ
た
く

な
い
と
い
っ
た
性
格
で
あ

っ
た
た
め
、

こ
も
り
が
ち
と
な
リ
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
な
が
ら
生
活
し
て
い
た
が
、
知
人

の
紹
介
に
て
来
所
し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン

に
て
後
頭
部
２０
分
、
Ａ
Ａ
カ
ー
ボ
ン

で
頭
頂
部
１０
分
の
患
部
照
射
を
実
施
。

Ａ
Ｂ
、
Ｂ
Ｄ
、
Ｂ
Ｃ
、
Ａ
Ａ
カ
ー
ボ

ン
を
適
宜
組
み
合
わ
せ
て
、
背
部
、

腹
部
、
膝
、
足
裏

の
基
本
部
位

へ
の

全
身
照
射
を
４５
分
施
行
ｃ
治
療
の
間

隔
は
、
３
日
以
上
あ
け
な
い
よ
う
に

指
示
し
た
。
初
回
の
治
療
で
は
不
安

な
様
子
が
伺
え
た
が
、
終
了
後
に
全

身
の
血
流
が

一
気
に
促
進
さ
れ
る
よ

う
な
感
覚
を
感
じ
た
と
話
し
て
い
た
。

三
回
目
の
治
療
後
に
は
、
有
手
第

二

指
の
感
覚
が
も
ど

っ
て
き
た
と
話
さ

れ
、
更
に
は
、
有
足
の
先
端
に
畳
の

折
り
日
の
感
じ
が
分
か
る
と
喜
ば
れ

た
。

二
か
月
が
経
過
し
た
頃
に
は
、

好
き
な
テ
ニ
ス
で
今
ま
で
有
側
の
ボ
ー

ル
に
反
応
で
き
な
か

っ
た
の
に
打
ち

返
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
喜
ば
れ
、

現
在
は
月
に
１
、
２
回
の
ペ
ー
ス
で

治
療
を
行

っ
て
い
る
。

（丁
Ｅ
Ｌ
Ｏ
四
二
二
―
二
三
―
二
九
九
〇
）

サ
ナ

モ
ア
は
カ
ー
ボ

ン
の
志
剤

を
完
全
燃
焼
さ
せ
る

こ
と
で
最
も

効
果

の
あ
る

ス
ペ
ク
ト
ル
を
含
む

光
線
を
放
射
す
る
よ
う
に
、
正
面

か
ら
カ
ー
ボ

ン
を
ぶ

つ
け
る

正
面

発
光
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
手
動
式

の
サ
ナ

モ
ア
７
号

器

・
８
号
器
で
は
照
射
時
間
が
十

分
強

で
切
れ
、
長
時
間

の
照
射

に

は
ご
不
便
を
お
掛
け
し

て
き
ま
し

た
。
こ
の
点
を
改
良
し
た
の
が
全

自
動
光
線
治
療
器
は

つ
ら

つ
さ
ん

で
、
照
射
時
間
は

５
分
刻
み
で
６０

分
ま
で
設
定
で
き
、
時
間

に
合
わ

せ
て
ジ

ョ
イ

ン
ト
で
き
る
サ
ナ

モ

ア
カ
ー
ボ
ン
を

つ
な
い
で
お
け
ば
、

自
動
的
に
カ
ー
ボ

ン
を
送
り
安
定

し
た
光
線
を
放
射
し
ま
す
。

＊

な
お
は

つ
ら

つ
さ
ん

ご
使
用

の

際

に
は
、
安
全
性
を
保
ち
、
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
ジ

ョ
イ

ン

ト
カ

ー
ボ
ン
以
外

の
カ

ー
ボ
ン
は

絶
対
に
使
用
し
な

い
で
下
さ

い
。

使
用
上
の
注
意
は
、
「
は

つ
ら

つ
さ

ん
取
扱
説
明
書
」
を

ご
覧
下
さ
い
。

は
つ
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不
整
脈
に
よ
る
脳
梗
塞
を

サ
ナ
モ
ア
で
治
し
ま
し
た

静
岡
市
　
前

田
　
霊
塁
【様

約
二
年
前
か
ら
、
不
整
脈
と
高
血

圧
で
投
薬
を
受
け
て
お
り
ま
し
た
。

平
成
十
六
年

の
暮
れ
、
私
は
車
で
信

号
待
ち
を
し
て
い
て
、
発
進
し
よ
う

と
し
た
と
こ
ろ
、
突
然
、
左
半
身
が

動
か
な
く
な
り
立
ち
往
生
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
後
ろ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

異
変
に
気
づ
き
、
パ
ト
カ
ー
を
呼
ん

で
も
ら

っ
た
の
で
す
が
、
病
院
の
検

査
で
は
、
不
整
脈
が
原
因
の
軽
い
脳

梗
塞
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
暮
れ
で

あ
り
病
室
は
満
床
で
あ

っ
た
た
め
、

年
明
け
に
精
密
検
査
を
予
定
し
帰
宅

し
た
の
で
す
が
、
入
院
で
き
な
か

っ

た
こ
と
が
幸

い
し
、
自
宅
で
サ
ナ
モ

ア
を
存
分
に
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
当
初
は
、
足
裏

の
感
覚
が
鈍

く
、
ス
リ

ッ
パ
や
サ

ン
グ
ル
を
は
い

て
歩
く
と
片
方
だ
け
落
と
し
て
し
ま

っ

た
り
、
排
尿
、
排
便

の
感
覚
が
は

っ

き
り
し
な
か

っ
た
た
め
紙
お
む

つ
を

使

っ
て
い
ま
し
た
。
自
宅
で
は
全
身

照
射
の
後
に
、
頭
頂
部
、
後
頭
部
と

足
裏
を
中
心
に
照
射
を
行
い
ま
し
た

が
、
年
が
明
け
て

一
月
六
日
に
病
院

を
受
診
し
た
際
に
は
、
当
初
見
ら
れ

た
歩
行
障
害
、
構
語
障
害
、
左
手
の

し
び
れ
も
ほ
ぼ
改
善
し
て
い
ま
し
た
。

驚
く
ほ
ど
の
改
善
に
、
病
院
の
医
師

も
驚
か
れ
、
ど
ん
な
治
療
を
し
た
の

か
と
尋
ね
ら
れ
た

の
で
、
「
健
康
と

光
線
」
を
差
し
上
げ
て
き
ま
し
た
。

昨
日
も
元
気
に
畑
仕
事
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
サ
ナ
モ
ア
に
は
本
当
に
感

謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

サ
ナ
モ
ア
の
お
か
げ
で

手
術
を
せ
ず
に
す
み
ま
し
た

兵
庫
県
　
橋
本
　
綾
子
様

先
天
性
股
関
節
脱
日
を
患
う
八
十

六
歳
の
私
の
こ
と
で
す
。
公
的
職
業

を
定
年
で
退
職
し
、
そ
の
後
、
農
作

業
を
し
て
い
る
時
に
、
腰
を
痛
め
て

し
ま
い
ま
し
た
。
大
学
病
院
で
は
、

今
手
術
を
す
れ
ば
、
九
十
歳
ま
で
は

大
丈
夫
と
言
わ
れ
た
た
め
、
病
室
が

空
く
の
を
自
宅

に
て
待

っ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
間
、
家
で
サ
ナ
モ
ア
を

一
生
懸
命
に
か
け
ま
し
た
。
使
用
し

た
カ
ー
ボ

ン
は
Ｂ
と
Ｃ
で
す
。
そ
の

結
果
、
病
室
が
空
い
た
頃
に
は
、
す

っ

か
り
痛
み
は
な
く
な
り
、
手
術
を
受

け
る

の
を
や
め
ま
し
た
。
そ
の
後
も

今
日
に
至
る
ま
で
、
ず

っ
と
サ
ナ
モ

ア
を
愛
用
し
自
宅
で
の
治
療
を
続
け

て
き
ま
し
た
が
、
結
局
、
手
術
を
せ

ず
に
、
今
日
ま
で
杖
を
使

っ
て
歩
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
々
、
楽
し
い

老
人

の
生
活
を
送
ら
せ
て
頂
い
て
お

り
、
心
よ
り
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

験
力
のあ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

叫件
， いいて
は
体
験
記
を
お
送
り

ア〓

だ
さ
い
ま
す
ょ
う
、
お
願
い

＋
′
た
し
ま
す
。

■
フ
　

な
お
掲
載
さ
せ
て
頂
い
た

一　
に
は
、
蒲

′
―

‥―

‥ 薄
謝
を
贈
呈
致
し
ま
す
Ъ方   にヽ く
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サ
ナ
モ
ア
の
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果
は
体
験
し


